
（５）基本目標５　安心して子どもを生み、育てることができる環境づくり
【網 掛 け】　 中心的事業 　

【平成２９年度末達成状況】　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了

【計画達成状況】　ａ：順調　　ｂ：やや遅れている　　ｃ：遅れている　　ｄ：当該年度予定なし　　ｅ：終了 　

５－（１）　仕事と家庭の両立の推進 （単位：千円） 　

実績評価 既存統計データ（過去５年間） 年度 進捗状況 予算額 決算見込額

新規 H27 ａ 43 43

新規 H28 ａ 43 43

新規 H29 ａ 43 43

新規 H30 - 57 -

新規 H31 - - -

新規 計 186 129

新規
新規 H27 ａ 2,010 2,009

新規 H28 ａ 2,280 2,059

新規 H29 ａ 2,379 2,116

新規 H30 - 2,535 -

新規 H31 - - -

新規 計 9,204 6,184

新規
継続 H27 ｂ 95 2

継続 H28 ｃ 95 52

継続 H29 ｃ 95 0

継続 H30 - 102 -

継続 H31 - - -

継続 計 387 54

継続

新規 H27 ａ - -

新規 H28 ａ - -

新規 H29 ａ - -

新規 H30 - - -

新規 H31 - - -

新規 計 0 0

新規

継続 H27 ａ 3,120 3,120

継続 H28 ａ 3,120 3,120

継続 H29 ａ 3,120 3,120

継続 H30 - 3,120 -

継続 H31 - - -

継続 計 12,480 9,360

継続

計画事業実績

※雇用支援課・男女共同参画課・こども
政策課合算額

№ 事　　業　　名 目標 目標事業量
平成２９年度末

達成状況
平成２９年度の事業実績

【目標事業量に対する実績値】
計画

達成状況 平成３０年度以降の方向性 所　管　課

1

結婚支援事業 2回／年 Ａ

結婚を希望する40歳までの独身男
女の出会いの場「かささぎの橋」を7
月と12月の計2回開催した。

ａ

順調に実施できた。 出会いの場「かささぎの橋」実施
H25：2回　男女各20人参加
H26：2回　男女各20人参加
H27：2回　男女各20人参加
H28：2回　男女各20人参加
H29：2回　男女各15人参加

引き続き、結婚を希望する男
女の出会いの場として、イベ
ントを年2回開催する。

広聴課

2

結婚相談 ― Ａ

結婚を希望する男女に対し、配偶者
を紹介することを目的とし、相談件
数は、年間7,314件(成立22組)。

ａ

順調に実施できた。 相談件数
Ｈ25：4,951件(成立16組)
Ｈ26：4,851件(成立6組)
H27：5,354件（成立14組）
H28：6,715件（成立13組）
H29：7,314件（成立22組）

引き続き、結婚を希望する男
女に配偶者を紹介し、結婚に
至るまでの相談を実施する。

広聴課

3

ワークライフバラン
スの推進・啓発

セミナー
1回／年 Ｃ

セミナー未実施。
「ジェンダー・ハラスメント」～心理学
におけるジェンダー・ハラスメント～
を市内民間企業100社に送付

ｃ

セミナー開催に向け準備を行った
が、スケジュール等が不調となった
ため、開催に至らなかった。
代替として、市職員研修会資料を市
内民間企業に送付し、啓発に努め
た。

H25：セミナー1回参加者数26名
H26：セミナー1回 参加者数26名
H27：セミナー1回 参加者数19名
H28：セミナー1回参加者数95名（一
般14名、市職員81名）
H29：セミナー未実施、研修会資料を
市内民間企業100社に送付

協力して子育てができる環境
づくりや女性の活躍推進のた
め、セミナーやＨＰ等を通じて
ワーク・ライフ・バランスを推
進・啓発していく。
セミナーについては、事業主
や企業の人事労務担当者に
限らず、興味を持つ一般の方
も参加できるようにして、職場
環境づくりや取得できる休暇
等について幅広く周知してい
く。
平成30年12月21日セミナー
開催予定

雇用支援課
男女共同参
画課
こども政策
課

4

両立支援に係る好
事例の情報提供

― Ａ

ホームページにて、埼玉県多様な働
き方実践企業の情報を提供

ａ

ホームページにて、埼玉県多様な働
き方実践企業の情報を提供

H28：掲載企業
　　　　プラチナ6社
　　　　ゴールド49社
　　　　シルバー76社
H29：掲載企業
　　　　プラチナ9社
　　　　ゴールド50社
　　　　シルバー75社

引き続きホームページにて埼
玉県多様な働き方実践企業
の情報を提供する

雇用支援課

5

女性の就労支援
事業

6講座／年 Ａ

女性の就労支援や資格取得を目標
とした講座を実施する。
・宅建士資格取得講座23回延べ449
名
・医療事務講座20回延べ276名
・介護事務講座16回延べ327名
・TOEIC集中対策講座入門編6回延
べ98名
・TOEIC集中対策講座応用編6回延
べ91名
・日商簿記3級講座21回延べ272名

ａ

順調に実施できた。 H24　受講者数延べ1,535名
H25　受講者数延べ1,769名
H26　受講者数延べ1,440名
H27　受講者数延べ891名
H28　受講者数延べ1,840名
H29　受講者数延べ1,513名

就労支援のため、資格取得
講座や各種研修会等の充実
に努める。

男女共同参
画課

26



継続 H27 ａ 600 600

継続 H28 ａ 600 600

継続 H29 ａ 600 600

継続 H30 - 600 -

継続 H31 - - -

継続 計 2,400 1,800

継続

　 　

【網 掛 け】　 中心的事業 　

【平成２９年度末達成状況】　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了

【計画達成状況】　ａ：順調　　ｂ：やや遅れている　　ｃ：遅れている　　ｄ：当該年度予定なし　　ｅ：終了 　

５－（２）　地域における子育て支援サービスの充実 （単位：千円） 　

実績評価 既存統計データ（過去５年間） 年度 進捗状況 予算額 決算見込額

拡充 H27 ｂ 122,724 115,482

拡充 H28 ａ 134,846 132,012

拡充 H29 ａ 143,772 137,763

拡充 H30 - 144,091 -

拡充 H31 - - -

拡充 計 545,433 385,257

拡充

継続 H27 ａ 2,295 2,201

継続 H28 ａ 2,352 2,199

継続 H29 ａ 2,422 2,236

継続 H30 - 2,722 -

継続 H31 - - -

継続 計 9,791 6,636

継続

計画事業実績
№ 事　　業　　名 目標 目標事業量

平成２９年度末
達成状況

平成２９年度の事業実績
【目標事業量に対する実績値】

計画
達成状況 平成３０年度以降の方向性 所　管　課

6

家庭における男性
の参画促進

情報誌
2回／年

講座
10回／年

Ａ

市民との協働委託事業として、情報
紙（イーブン）を年2回各5,000部発行
した。また家庭生活において男女が
協力し、安心して子育てや介護がで
きる環境づくりための各種講座を実
施した。11講座実施。
また、国・県と協力して各種セミナー
の案内や育児休業等のリーフレット
を配布した。

ａ

順調に情報誌の発行及び講座の実
施ができた。

H25 第38号、第39号各5,000部発行
　　　 受講者数延べ703名
H26 第40号、第41号各5,000部発行
　　　 受講者数延べ464名
H27 第42号、第43号各5,000部発行
　　　 受講者数延べ1,025名
H28 第44号、第45号各5,000部発行
　　　 受講者数延べ1,064名
H29 第46号、第47号各5,000部発行
　　　 受講者数延べ775名

引き続き、情報紙の発行を通
じ、男女共同参画社会の形成
を目指した社会的気運の醸
成に努める。また、男女が共
に子育てや介護など家庭生
活における責任を果たす男女
共同参画の促進のために、
男女共同参画に関する各種
講座の充実に努める。

男女共同参
画課

1

地域子育て支援
拠点事業

平成31年度
25箇所 Ａ

子育て支援拠点を新たに1箇所設置
した。また、法人を含めた子育て支
援拠点施設の周知を図るため、各
施設のイベント他情報をホームペー
ジに掲載した。また、川越市子育て
支援センターを中心に実務者を集め
た連絡会議を開催し、施設間で情報
の交換や共有を図った。
【設置箇所数　計24箇所】

ａ

子育て支援拠点の設置は、市内24
箇所となり、保護者の子育ての不安
感を緩和すること、子どもの健やか
な育ちを支援することに役立ってい
る。
設置箇所数は順調に推移していると
考える。

H25 子育て支援センター（公立１箇
所、法人2箇所）
つどいの広場（公立1箇所、法人10
箇所）計14箇所で実施
H26 子育て支援センター（公立１箇
所、法人2箇所）
つどいの広場（公立2箇所、法人13
箇所）計18箇所で実施
H27　子育て支援センター（公立1箇
所＊法人2箇所はつどいの広場に移
行）
つどいの広場（公立3箇所、法人17
箇所）計21箇所で実施
H28 子育て支援センター（公立1箇
所）
つどいの広場（公立3箇所、法人19
箇所）計23箇所で実施
H29 子育て支援センタ―（公立１箇
所）つどいの広場（公立3箇所、法人
20個所）計24箇所で実施

川越市子育て支援センター
（ウェスタ川越内）を当事業の
統括的な役割に位置付け、
川越市地域子育て支援拠点
事業実務者会議の開催や施
設訪問を通して、業務委託先
の法人子育て支援拠点施設
に対し、市としての当事業の
実施内容の方向性をより具
体的に示していくこと,及び利
用率の上がらない拠点に対
する適切な改善策を見つけて
いくことに努めることでつどい
の広場の質の均一化を図る。
また、多様な子育て家庭の
ニーズに応じた支援を充実さ
せ、地域における子育て支援
の強化を図っていく。

こども育成
課

2

子育てサロン事業 ― Ａ

乳幼児をもつ親が交流できる場を設
け、コミュニケーションを促進し、子
育ての孤立化を防ぐため、子育てサ
ロンの全市的展開をすすめた。
開催公民館：17公民館
サロン開催数：22サロン
サロン延べ開催数：283回
参加者延べ人数：8,255人 ａ

サロンを開設したことによって、親同
士の交流を深め、子育てに関する相
談に応じたり、子育ての孤立化を防
止することができた。

開催公民館
H25　17館　H26　17館
H27　17館　H28　17館 H29 17館
サロン開催数
H25　21サロン　H26　21サロン
H27　23サロン　Ｈ28　23サロン
H29　22サロン
サロン延べ開催数
H25　312回　H26　308回
H27　291回　Ｈ28　293回　H29　283
回
参加者延べ人数
H25　12,758人　H26　12,698人
H27　　9,254人　Ｈ28　　9,396人
H29　  8,255人

乳幼児をもつ親が交流できる
場を設け、コミュニケーション
を促進し、子育ての孤立化を
防ぐため、子育てサロンの全
市的展開をすすめる。

中央公民館
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新規 H27 ａ - -

新規 H28 ａ - -

新規 H29 ａ - -

新規 H30 - - -

新規 H31 - - -

新規 計 0 0

新規

継続 H27 ａ - -

継続 H28 ａ - -

継続 H29 ａ - -

継続 H30 - - -

継続 H31 - - -

継続 計 0 0

継続

継続 H27 ａ 138 153

継続 H28 ａ 139 145

継続 H29 ａ 139 102

継続 H30 - 102 -

継続 H31 - - -

継続 計 518 400

継続

拡充 H27 ｂ - -

拡充 H28 ｂ - -

拡充 H29 ｂ - -

拡充 H30 - - -

拡充 H31 - - -

拡充 計 0 0

拡充

※家庭教育講座及び成人教育講座の一
部

3

赤ちゃんの駅事業 130箇所 Ａ

市内の公共施設38箇所を「赤ちゃん
の駅」として指定。
埼玉県との共催事業として民間施設
においても「赤ちゃんの駅」を実施
し、川越市内で合計137箇所の施設
を登録。
乳幼児を連れた保護者が安心して
イベントに参加できる環境づくりとし
て「移動式赤ちゃんの駅」の貸出を
行った。
貸出実績：5件

ａ

市内の公共施設38箇所を「赤ちゃん
の駅」として指定して、授乳及びおむ
つ替等のスペースを提供した。
また、埼玉県との共催事業として民
間施設においても「赤ちゃんの駅」を
実施し、川越市内で合計137箇所の
施設を登録。
登録施設には「赤ちゃんの駅」ステッ
カー等を標示している。

H25　市公共施設41箇所
       川越市内127箇所
H26  市公共施設41箇所
       川越市内132箇所
H27  市公共施設38箇所
       川越市内137箇所
H28　市公共施設38箇所
　　　 川越市内137箇所
H29　市公共施設38箇所
　　　 川越市内137箇所

引続き、埼玉県と協力して
「赤ちゃんの駅」事業を広く周
知し、指定施設を増やして乳
幼児連れの保護者が安心し
て外出できる環境の整備を図
る。

こども育成
課

4

パパ・ママ応援
ショップ事業

900箇所 Ａ

18歳未満の子ども（18歳に達して次
の3月31日を迎えるまでの子どもを
含む）または妊娠中の方がいる家庭
を応援するため、店舗等で割引など
のサービスが受けられる応援ショッ
プ事業を埼玉県と共同して実施し
た。市内協賛店舗・施設数847箇
所。
広報やＨＰ等で事業の周知を図り、
優待カードを母子手帳交付時、未就
学児のいる世帯の県外からの転入
手続き時に配布した。

ａ

広報やＨＰ等で事業の周知を図り、
優待カードを母子手帳交付時、未就
学児のいる世帯の県外からの転入
手続き時に配布し、こども育成課、
市民課、市民センター、連絡所、証
明センター、総合保健センターにお
いても優待カードの再交付に対応し
ている。

市内協賛店舗・施設数
H25  835箇所
H26  884箇所
H27  911箇所
H28　936箇所
H29　847箇所

市内の店舗・施設には協賛店
として協力していただけるよう
に事業の周知を図る。また、
現在お持ちの優待カードの有
効期限が平成31年3月末日で
あるため、対象となる世帯あ
てに市立小中学校等を通し
新しい優待カードの配布を行
う。

こども育成
課

5

子育てサポーター
養成講座

― Ａ

地域の子育てを支援する、子育てサ
ポーターを養成する講座を開催し
た。
3館、3講座、開催数7回
参加者延人数：109人

ａ

講座を開設したことによって子育て
世代の参加者には自らの子育ての
参考にしてもらうとともに、新たな子
育てサロン等のスタッフを養成し、今
後のサロン活動の充実につなげるこ
とができた。

H25　3館3講座開催数14回
　　   参加者延べ人数：183人
H26　5館4講座開催数17回
　　   参加者延べ人数：168人
H27　2館2講座開催数9回
　　   参加者延べ人数：122人
H28　2館2講座開催数9回
　　   参加者延べ人数：148人
H29　3館3講座開催回数7回
　　　　参加者述べ人数：109人

地域の子育てを支援する、子
育てサポーターを養成する講
座を開催する。

中央公民館

6

育児サークル支援

サークル交流
会

1回／年
サークルへの

支援
４５回／年

Ｂ

サークル交流会を開催し、サークル
間の交流を促進した。
【サークル交流会　1回】
公民館等で活動する子育てサーク
ルからの依頼により、出張支援を実
施した。
【サークル支援　33回　622人】 ｂ

サークル間の活動内容等の情報交
換の場を提供し、交流の促進を図る
ことで、サークルが活性化し、子育
てをする保護者達の悩みや不安の
解消と喜びを共有することのできる
貴重な場となる。毎年サークル交流
会を開催することができており、順
調に推移していると考える。
出張支援を実施することで、育児に
関する知識の普及の他、活動の取
組のヒントを提供することにより、
サークル活動の継続と活性化、育児
力の向上につながった。

H25  サークル交流会1回7サークル
       出張支援　59回　1,205人
H26　サークル交流会1回7サークル
　　　 出張支援　41回　958人
H27　サークル交流会1回10サーク
ル
　　　 出張支援　31回　611人
H28  サークル交流会1回7サークル
       出張支援　34回　844人
H29　サークル交流会1回7サークル
       出張支援　33回　622人

子育てサークル交流会の開
催を通して子育てサークルの
活動が充実し継続していける
よう引き続き支援を行ってい
く。また、育児サークルへの
出張支援等を通じて、サーク
ルの活性化を図るとともに、
育児に悩む保護者の不安の
解消や育児力の向上を図る。

こども育成
課
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【網 掛 け】　 中心的事業 　
【平成２９年度末達成状況】　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了

【計画達成状況】　ａ：順調　　ｂ：やや遅れている　　ｃ：遅れている　　ｄ：当該年度予定なし　　ｅ：終了 　

５－（３）　子どもの健全育成の取組 （単位：千円） 　

実績評価 既存統計データ（過去５年間） 年度 進捗状況 予算額 決算見込額

継続 H27 ａ 5,629,253 5,581,055

継続 H28 ａ 5,572,985 5,522,885

継続 H29 ａ 5,510,870 5,502,620

継続 H30 - 5,472,715 -

継続 H31 - - -

継続 計 22,185,823 16,606,560

継続

継続 H27 ｂ 9,500 9,457

継続 H28 ｂ 11,475 11,464

継続 H29 ａ 12,000 11,954

継続 H30 - 10,000 -

継続 H31 - - -

継続 計 42,975 32,875

継続
拡充 H27 ａ 63,936 61,536

拡充 H28 ａ 59,987 57,439

拡充 H29 ａ 60,791 59,508

拡充 H30 - 59,998 -

拡充 H31 - - -

拡充 計 244,712 178,483

拡充

計画事業実績
№ 事　　業　　名 目標 目標事業量

平成２９年度末
達成状況

平成２９年度の事業実績
【目標事業量に対する実績値】

計画
達成状況 平成３０年度以降の方向性 所　管　課

1

児童手当 ― Ａ

家庭等における生活の安定に寄与
するとともに、次世代の社会を担う
児童の健やかな成長に資するた
め、児童手当を支給した。
総支給額　5,502,620,000円
延児童数　　　　　510,124人

ａ

児童手当を支給し、家庭等における
生活の安定に寄与するとともに、次
世代の社会を担う児童の健やかな
成長に資することができた。

H25：総支給額5,684,400,000円
　　　 延べ児童数521,118人
H26：総支給額5,648,835,000円
　　　 延べ児童数519,186人
H27：総支給額5,581,055,000円
　　　 延べ児童数513,886人
H28：総支給額5,522,885,000円
　　　 延べ児童数510,674人
H29：総支給額5,502,620,000円
　　　 延べ児童数510,124人

家庭等における生活の安定
に寄与するとともに、次世代
の社会を担う児童の健やか
な成長に資するため、引き続
き適正に児童手当を支給す
る。

こども政策
課

2

児童遊園の整備 ― Ａ

市内147箇所の児童遊園について、
平成27・28年度に実施した安全点検
等に基づき、遊具の修繕を行った。
　・遊具の修繕等　　延べ33箇所 ａ

全体として33箇所の修繕を行った
が、平成28年度までに、点検業者が
特に劣化が著しく危険と判断した全
27基の遊具の交換修繕等は、全て
完了した。

遊具の修繕
H25　延べ41箇所
H26　延べ47箇所
H27　延べ35箇所
H28　延べ45箇所
H29　延べ33箇所

児童遊園は設置から30～40
年経過した所が多く、年々点
検で指摘を受ける遊具が増
加している状況であるが、予
算の範囲内で可能な限り修
繕を実施し、遊具の安全性確
保を進めていく。

こども育成
課

3

児童館機能の整
備

（児童センター子
どもの城）
（川越駅東口児童
館）
（高階児童館）

― Ａ

◎児童センターこどもの城
○開館日数　308日
○利用者数　67,419人
  【内訳】・個人利用　 41,471人
・団体利用　 450人
・集団指導　21,350人
・天文部門　4,148人
【実施事業及び参加者数】
・乳幼児と保護者対象　247回
8,968人
・学童対象　134回　1,718人
・児童対象　428回　10,664人
・プラネタリウム　3,987人　・天体観
測室　161人
◎川越駅東口児童館
○開館日数　308日
○利用者数　38,588人
  【内訳】・個人利用　 30,616人
・団体利用　35人
・集団指導　7,937人
【実施事業及び参加者数】
・乳幼児と保護者対象　176回
6,481人
・学童対象　149回　1,225人
・児童対象　14回　231人
◎高階児童館
○開館日数　308日
○利用者数　54,524人
  【内訳】・個人利用　 42,596人
・団体利用　 0人
・集団指導　11,928人
【実施事業及び参加者数】
・乳幼児と保護者対象　158回
8,059人
・学童対象　168回　2,821人
・児童対象　25回　1,048人

ａ

利用者ニーズの多様化を踏まえつ
つ、市民ボランティア等事業協力
者、関係各課・機関・団体等と連携し
て、青少年健全育成及び子育て支
援に係る各種サービスを、3館合わ
せ延べ160,531人に提供した。
また、平成29年度から、川越駅東口
児童館において、埼玉県在住タイ人
クラブの協力を得て、「世界の遊び」
という新規事業を行い、外国籍市民
との交流を深めた。

児童センターこどもの城
○開館日数
　　　　1,480日
○利用者数
　　330,749人
（過去5年間計）
川越駅東口児童館
○開館日数
　　　　1,539日
○利用者数
　　227,494人
（過去5年間計）
高階児童館
○開館日数
　　　　1,539日
○利用者数
　　269,848人
（過去5年間計）

青少年健全育成及び子育て
支援に係る各種サービスの
提供に努める。

こども育成
課
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拡充 H27 ａ 244,300 218,418

拡充 H28 ａ 291,096 200,896

拡充 H29 b 76,531 74,658

拡充 H30 - 74,800 -

拡充 H31 - - -

拡充 計 611,927 493,972

拡充

継続 H27 ａ 720 720

継続 H28 ａ 450 450

継続 H29 ａ 720 720

継続 H30 - 450 -

継続 H31 - - -

継続 計 2,340 1,890

継続

継続 H27 ａ 2,906 2,906

継続 H28 ａ 2,906 2,906

継続 H29 ａ 3,026 3,026

継続 H30 - 3,080 -

継続 H31 - - -

継続 計 11,918 8,838

継続

継続 H27 ａ - -

継続 H28 ａ - -

継続 H29 ａ - -

継続 H30 - - -

継続 H31 - - -

継続 計 0 0

継続

4

都市公園の整備
改修数

20箇所／年 Ｂ

市民サービス向上のため、公園の
施設改修や新規整備を実施。
実施公園数6公園
その他
・砂場の浄化　114公園
・遊具等の保守点検　189公園

ｂ

市民へ安全に公園を提供するため、
遊具等の保守点検や砂場浄化など
の維持管理に努め、予算の範囲内
で６公園の改修等を行った。
保守点検の結果、改修・補修が未着
手な箇所については使用禁止等の
必要な措置を行った。

公園の整備及び改修・補修
Ｈ25：のべ54箇所
Ｈ26：のべ10箇所
Ｈ27：のべ16箇所
Ｈ28：のべ28箇所
Ｈ29：のべ6箇所

市民サービス向上のため、緊
急性のある公園の改修・補修
を優先的に行う。
新規の公園を整備する。

公園整備課

5

人権保育 ― Ａ

川越市人権保育推進委員会に対す
る助成を行い、保育所において園
児・保護者を対象に人権についての
映画会や、講演会を実施し、人権に
ついての啓発活動を支援した。

ａ

川越市人権保育推進委員会主催の
人権講演会の実施、人権関係の絵
本の購入などを通し、人権保育を推
進することができた。

川越市人権保育推進委員会主催の
講演会・研修会の支援
H25　人権講演会・研修会　各1回
H26　人権講演会・研修会　各1回
H27　人権講演会・研修会　各1回
H28　人権講演会・研修会　各1回
H29　人権講演会・研修会　各1回

人権保育の推進を図ってい
く。

保育課

6

青少年を育てる市
民会議

― Ａ

青少年健全育成活動が、市民総ぐ
るみで推進されるよう、関係機関・団
体と協働して各種事業を実施する。
・地区会議活動費補助　22地区
・青少年健全育成市民大会参加者
500名

ａ

・全22地区への地区会議活動費補
助により、青少年健全育成活動が各
地区で活発に実施された。
・青少年健全育成市民大会を開催
し、多くの市民が参加した。感謝状
贈呈・青少年育成活動顕彰・青少年
地域活動顕彰・少年の主張作文優
秀作品の表彰・講演・少年の主張作
文発表・第16回少年の翼体験発表・
大会宣言・青少年健全育成事例発
表等、盛況に行われた。

H25
・地区会議活動費助成20地区
・青少年健全育成市民大会参加者
500名
H26
・地区会議活動費補助22地区
・青少年健全育成市民大会参加者
500名
H27
・地区会議活動費補助22地区
・青少年健全育成市民大会参加者
500名
H28
・地区会議活動費補助22地区
・青少年健全育成市民大会参加者
500名
H29
・地区会議活動費補助22地区
・青少年健全育成市民大会参加者
500名

引き続き、市民会議会員であ
る機関・団体の連携の下、市
民総ぐるみの青少年健全育
成の推進を図っていく。

こども育成
課

7

こども１１０番の家 ― Ａ

こども１１０番の家看板の市内統一
を図るため、平成25年度及び26年
度の2箇年計画で看板の作製・交換
を行った。平成27年度は、登録情報
を把握し、地域・学校・PTＡにおける
こども110番の家協力者名簿の共有
化を図り、子どもたちが安全に生活
する環境の整備に努めた。平成28
年度・29年度は、地域・PTAの要望
に応えて、看板の配布を行った。

ａ

こども１１０番の家看板を市内全域
で統一することができ、子どもたちが
安全に生活する環境整備を推進で
きた。

H25川越市青少年を育てる市民会
議事業補助金 146,404円
こども１１０番の家看板作製費用
640,500円
H26川越市青少年を育てる市民会
議事業補助金 155,900円
こども１１０番の家看板作製費用
702,000円
H27　H25及びH26で看板作製は完
了しているため、0円
H28　H25及びH26で看板作製は完
了しているため、0円
H29　H25及びH26で看板作製は完
了しているため、0円

こども１１０番の家協力者名
簿の更新など継続的な事業
の仕組みづくりを整備する。

こども育成
課

30



拡充 H27 ａ 3,923 3,790

拡充 H28 ａ 3,810 3,690

拡充 H29 ａ 3,844 3,754

拡充 H30 - 3,952 -

拡充 H31 - - -

拡充 計 15,529 11,234

拡充

継続 H27 ａ 90 67

継続 H28 ａ 160 160

継続 H29 ａ 100 61

継続 H30 - 100 -

継続 H31 - - -

継続 計 450 288

継続

8

地域子どもサポー
ト推進事業（学校
応援団推進事業
（学校支援地域本
部事業）、放課後
子供教室事業を含
む）

事業に携わる
人数

年20,000人 Ａ

子どもサポート事業への参加者数
43,368人
各地区の事業合計数　2,211回
サポート委員の合計数　644人
学校応援団活動の合計数　2,071回

市内14地区に分かれ、各地区での
事業が活発に行われた。

ａ

市内14地区全体での活動が各地区
に根付き、事業が安定して行われて
いる。各地区サポート委員会では毎
年活動内容の見直しが図られ、内
容も充実している。
さらに昨年度学校・家庭・地域が連
携・協働し、その内容が他の模範と
認められる活動に与えられる「地域
学校協働活動」推進に係る文部科
学大臣表彰を受賞した。

○子どもサポート事業への参加者
数
H25　32,848人（前年比97.4％）
H26　32,935人(前年比100.2%)
H27　41,765人（前年比126.8%）
H28　50,841人（前年比121.7％）
H29　43,368人（前年比85.3％）
○各地区の事業合計数
H25　709（前年比201.4％）
H26　734(前年比103.5%)
H27　1,881（前年比256.2%）
H28  1,450（前年比129.7％）
H29　2,211（前年比152,4％）
○サポート委員の合計数
H25　615人（前年比101.3％）
H26　637人（前年比103.5％）
H27　660人（前年比103.6％）
H28　629人（前年比95.3％）
H29　644人（前年比102.3％）
○学校応援団活動の合計数
H25　569（前年比252.8％）
H26　592（前年比104.0％）
H27　1,725（前年比291.3％）
H28　1,311（前年比76.0％）
H29　2,071（前年比157.9％）

それぞれの地域の特色を生
かした事業が活発に展開され
ている。活動の更なる充実を
図るため、地区同士の情報交
換・事業交流を行い、引き続
き人材発掘等を行っていく。

地域教育支
援課

9

民生委員・児童委
員研修会

3回／年 Ａ

・民生委員・児童委員課題別研修
　120人
・現任主任児童委員研修　30人
・民生委員・児童委員協議会会長・
副会長研修　44人
・新任民生委員・児童委員及び主任
児童委員研修　15人
民生委員・児童委員研修を実施し、
子どもに関する様々な問題に対応で
きるよう努めた。

ａ

民生委員・児童委員研修を実施し、
子どもに関する様々な問題に対応
するための知識・スキル等の向上を
図ることができた。

・民生委員・児童委員課題別研修
(H25～)
H25：95人　H26：117人　H27：122人
H28：128人 H29：120人
・現任主任児童委員研修
H25：17人　H26：17人　H27：16人
H28：15人　H29：30人
・新任民生委員・児童委員及び主任
児童委員研修
H25：206人　H26：20人　H27：11人
H28：186人　H29：15人
・民生委員・児童委員新任副会長研
修
H25：16人　H28：22人
・民生委員・児童委員協議会会長研
修
H25：20人　H28：20人
・民生委員・児童委員協議会会長・
副会長研修
H26：44人　H27：44人　H29：44人

民生委員・児童委員研修
・民生委員・児童委員課題別
研修
・現任主任児童委員研修
・民生委員・児童委員協議会
会長・副会長研修
・新任民生委員・児童委員及
び主任児童委員研修
民生委員・児童委員研修を実
施し、子どもに関する様々な
問題に対応できるよう努め
る。

福祉推進課
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【網 掛 け】　 中心的事業 　
【平成２９年度末達成状況】　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了

【計画達成状況】　ａ：順調　　ｂ：やや遅れている　　ｃ：遅れている　　ｄ：当該年度予定なし　　ｅ：終了 　

５－（４）　安全・安心なまちづくり （単位：千円） 　

実績評価 既存統計データ（過去５年間） 年度 進捗状況 予算額 決算見込額

拡充 H27 ａ 3,658 2,951

拡充 H28 ａ 4,500 4,190

拡充 H29 ａ 3,155 3,155

拡充 H30 - 3,148 -

拡充 H31 - - -

拡充 計 14,461 10,296

拡充

継続 H27 ａ 11,450 11,443

継続 H28 ａ 10,500 10,189

継続 H29 ａ 10,999 10,999

継続 H30 - 10,330 -

継続 H31 - - -

継続 計 43,279 32,631

継続
継続 H27 ａ - -

継続 H28 ａ - -

継続 H29 ａ - -

継続 H30 - - -

継続 H31 - - -

継続 計 0 0

継続

継続 H27 ａ 15,000 13,171

継続 H28 ａ 15,000 14,339

継続 H29 ａ 15,000 13,531

継続 H30 - 15,000 -

継続 H31 - - -

継続 計 60,000 41,041

継続
継続 H27 ａ - -

継続 H28 ａ - -

継続 H29 ａ - -

継続 H30 - - -

継続 H31 - - -

継続 計 0 0

継続

計画事業実績
№ 事　　業　　名 目標 目標事業量

平成２９年度末
達成状況

平成２９年度の事業実績
【目標事業量に対する実績値】

計画
達成状況 平成３０年度以降の方向性 所　管　課

1

交通安全教育
180回／年
21,000人 Ａ

幼児・児童・母親及び高齢者に対す
る交通安全思想の普及を図るため
実施した。
195回　19,267人

ａ

毎年度、市内各小学校を中心に交
通安全教育を実施し、交通安全思
想を普及することができた。

H25年度　安全教育160回
　　　　　　 参加者15,661人
H26年度　安全教育178回
　　　　　　 参加者17,050人
H27年度　安全教育178回
　　　　　　 参加者16,805人
H28年度　安全教育192回
　　　　　　 参加者17,197人
H29年度　安全教育195回
　　　　　　 参加者19,267人

幼児・児童・母親及び高齢者
に対する交通安全思想の普
及を図るため実施する。

防犯・交通
安全課

2

児童の登校時の
交通の安全確保

― Ａ

児童・生徒の登校時における交通安
全の確保・正しい交通ルールとマ
ナーの指導を図るために実施した。
朝の立哨回数　9,166回 ａ

市内各小学校の登校日における、
立哨指導を実施し、児童・生徒の登
校時における交通安全の確保を
図った。

H25年度　朝の立哨回数9,364回
H26年度　朝の立哨回数9,343回
H27年度　朝の立哨回数9,536回
H28年度　朝の立哨回数9,309回
H29年度　朝の立哨回数9,166回

児童・生徒の登校時における
交通安全の確保・正しい交通
ルールとマナーの指導を図る
ために実施する。

防犯・交通
安全課

3

安全・安心な通学
路の確保

―

Ａ

児童・生徒の通学路については、学
校や地域の実情に応じ、交通事故
及び不審者等からの児童生徒の安
全確保のために、日常点検及び定
期点検を実施した。
通学路の点検結果をもとに、登下校
時の安全に係る相談や通学路の整
備に係る要望がある場合には、他課
と連携して、通学路の整備を通して
児童・生徒安全の確保に努めた。

ａ

毎年度、通学路点検を全校で実施し
ている。また、一斉合同点検で対策
必要箇所となった場所について、各
学校に働きかけを行い、9割以上対
策済みとなった。

H25　通学路点検全校実施
39／54箇所（対策済み／対策必要
箇所）
H26　通学路点検全校実施
43／54箇所（対策済み／対策必要
箇所）
Ｈ27　通学路点検全校実施
52／54箇所（対策済み／対策必要
箇所）
H28　通学路点検全校実施
54／54箇所（対策済み)
Ｈ29　通学路点検全校実施
34／36箇所（対策済み／対策必要
箇所）

引き続き通学時の事故防止
に向け学校及び関係各所と
連携しながら通学路の点検
整備を進める。

教育指導課

Ａ

路面標示等による通学路の事故防
止対策を11箇所実施した。

ａ

毎年度、各小中学校から提出される
通学路安全点検票に基づき、路面
標示等による通学路安全対策を実
施した。また、地元自治会等からの
要望に対しても安全対策を実施し
た。

H25　路面標示54箇所
H26　路面標示30箇所
H27　路面標示34箇所
H28　路面標示35箇所
H29　路面標示11箇所

引き続き緊急度の高いものか
ら順次実施する。

防犯・交通
安全課

4

防犯推進体制の
整備

自主防犯活
動を行ってい
る団体数（自
治会・PTＡ

等）
310団体／年

Ａ

行政においては庁内関係部署によ
る連絡会議・連携に努め、地域や警
察関係との連携方策に取り組んだ。
地域においては自治会を中心とした
活動や地域防犯推進委員等の活動
の充実が図れるよう支援するととも
に、「地域の安全は地域で守る」とい
う認識に立ち、地域の推進体制整備
に努めた。その結果、数年間横ばい
であった団体数が増加し、目標達成
となった。
・自主防犯活動を行っている団体数
338団体

ａ

人員確保や高齢化等の問題から、
数年間ほぼ同数の団体数で推移し
ていたが、各種防犯事業を継続推
進した結果、平成29年度は自主防
犯活動団体が12団体増加した。

自主防犯活動を行っている団体数
H25：303団体
H26：302団体
H27：302団体
H28：326団体
H29：338団体

行政においては庁内関係部
署による連絡会議・連携に努
め、地域や警察関係との連携
方策に取り組む。また、地
域、事業所及び関係団体等と
協働で、「地域の安全は地域
で守る」という認識に立ち、自
治会を中心とした地域におけ
る防犯推進体制の整備に努
める。

防犯・交通
安全課
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継続 H27 ｃ 2,229 1,685

継続 H28 ｃ 1,685 1,685

継続 H29 ｃ 1,685 1,685

継続 H30 - 4,353 -

継続 H31 - - -

継続 計 9,952 5,055

継続

継続 H27 ａ - -

継続 H28 ａ - -

継続 H29 ａ - -

継続 H30 - - -

継続 H31 - - -

継続 計 0 0

継続

　 　
【網 掛 け】　 中心的事業 　
【平成２９年度末達成状況】　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了

【計画達成状況】　ａ：順調　　ｂ：やや遅れている　　ｃ：遅れている　　ｄ：当該年度予定なし　　ｅ：終了 　

５－（５）　子育て情報提供の充実 （単位：千円） 　

実績評価 既存統計データ（過去５年間） 年度 進捗状況 予算額 決算見込額

新規 H27 ｄ - -

新規 H28 ａ 1,452 309

新規 H29 ａ 171 118

新規 H30 - 296 -

新規 H31 - - -

新規 計 1,919 427

新規

　 H27 ｄ - -

新規 H28 ａ 0 0

新規 H29 ａ 0 0

新規 H30 - 0 -

新規 H31 - - -

新規 計 0 0

新規
　 H27 ｄ - -

新規 H28 ａ 6,105 5,901

新規 H29 ａ 10,800 7,855

新規 H30 - 10,982 -

新規 H31 - - -

新規 計 16,905 5,901

新規

計画事業実績
№ 事　　業　　名 目標 目標事業量

平成２９年度末
達成状況

平成２９年度の事業実績
【目標事業量に対する実績値】

計画
達成状況 平成３０年度以降の方向性 所　管　課

5

犯罪情報・防犯情
報の提供

メール配信
サービスの登

録件数
11,000件

Ｃ

小江戸川越防犯のまちづくり情報
メール配信サービス等により、犯罪
情報等を配信し、行政・警察・事業
所・地域住民が情報の共有化を図る
ことで、連携の強化と地域における
自主防犯活動の促進に努めた。
メール配信サービスについては、平
成27年1月のシステム変更に伴い平
成26年度末は大きく減少したが、各
種周知により、平成29年度末には
6,748件まで増加した。

ｃ

各種イベント、防犯のまちづくり出前
講座等あらゆる機会を通じて呼びか
けてた結果、登録件数は増加したも
のの、伸び悩んでいる。

登録状況
H25：8,074件
H26：3,682件
H27：5,567件
H28：5,987件
H29：6,748件

随時、犯罪情報等を配信し、
行政・警察・事業所・地域住
民が情報の共有化を図ること
で、連携の強化と地域におけ
る自主防犯活動の促進に引
き続き努める。
小江戸川越防犯のまちづくり
情報メール配信サービスの充
実に引き続き務める。

防犯・交通
安全課

6

公営住宅における
優先入居

― Ａ

登録方式による入居募集に際し、母
子世帯、多子世帯を対象に優遇して
登録を行った。

【母子世帯の登録数】  2世帯
【多子世帯の登録数】　1世帯

ａ

住宅困窮度判定基準に基づき、母
子世帯、多子世帯を優先して登録で
きた。

Ｈ25（入居は26年度）
【母子世帯の登録数】22世帯
【多子世帯の登録数】0世帯
Ｈ26（入居は27年度）
【母子世帯の登録数】4世帯
【多子世帯の登録数】0世帯
Ｈ27（入居は28年度）
【母子世帯の登録数】9世帯
【多子世帯の登録数】2世帯
H28（入居は29年度）
【母子世帯の登録数】11世帯
【多子世帯の登録数】2世帯
H29（入居は30年度）
【母子世帯の登録数】2世帯
【多子世帯の登録数】1世帯

住宅困窮度判定基準に基づ
き、原則として、登録方式で
の優遇を中心に行っていく。

建築住宅課

1

利用者支援事業
（基本型）
（特定型）

（母子保健型）

平成31年度
1箇所 Ａ

（基本型）
子育て家庭の身近な場所である子
育て支援センターにおいて、子育て
の悩み、不安な事、子育ての制度・
助成に関すること、どこに聞いたら
良いかわからない事など様々な相
談に応じ、関係機関の紹介・仲介を
行った。

ａ

個別のニーズに合わせて子育て支
援の施設やサービス等の情報を提
供し、円滑に利用できるようサポート
することで、子育ての不安感や孤立
感の解消を図った。

H27　0箇所
H28　3箇所（基本型1、特定型1、母
子保健型1）
H29　3箇所（基本型1、特定型1、母
子保健型1）

子育て家庭の身近な場所で、
個別のニーズに合わせて子
育て支援の施設やサービス
等の情報を提供し、円滑に利
用できるようサポートすること
で、川越市の子育て支援の
資源が子育て家庭に浸透す
るよう努め、子育ての不安感
や孤立感の解消を図る。事業
内容や利用方法などについ
て引き続き周知を図るととも
に、確実に支援が受けられる
ようにするため、関係機関と
の連携体制を構築する。

こども育成
課

（特定型）
平成28年度6月から保育課窓口に、
保育コンシュルジュを設置し、保育
園情報情報や保育の審査基準、一
時保育等、保育を希望される方から
の相談や悩みごとの解消ができた。

保育を希望される方からの入園に関
する相談を受け、保護者の希望や
就労状況を確認し、認可保育園や
家庭保育室、一時預かり保育など個
別のニーズに合った施設や保育
サービスの提供に努める。

保育を希望される方からの入
園に関する相談を受け、個別
のニーズに合った施設や保
育サービスの提供に努める。

保育課

（母子保健型）
平成28年度から総合保健センター
において、利用者支援事業（母子保
健型）を開始し、妊娠期から子育て
期にわたる様々な悩みごとについて
相談に応じ、妊産婦等の心身の不
調や育児不安の軽減を図った。

妊娠届出時の面接や電話での相談
支援を行えた。また、電話、来所等
による相談も行えた。

母子保健コーディネーター
（助産師等）を増員し、相談体
制の充実を図るとともに、引
き続き周知を図っていく。

健康づくり支
援課
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継続 H27 ａ 88 88

継続 H28 ａ 119 119

継続 H29 ａ 128 128

継続 H30 - 128 -

継続 H31 - - -

継続 計 463 335

継続

継続 H27 ａ - -

継続 H28 ａ - -

継続 H29 ａ - -

継続 H30 - - -

継続 H31 - - -

継続 計 0 0

継続

2

子育て情報発信
活動

子育て情報
誌年間発行

部数
年15,000部

Ａ

各施策、各相談窓口など出産や子
育てに関する情報を幅広く掲載した
子育て情報誌「こえどちゃん」を発行
して、母子手帳交付時、未就学児世
帯の転入手続き時、そのほか希望
者に配布し、情報提供の推進を図っ
た。
H29  H29配布 20,000冊
       H30配布用作成 20,000冊

ａ

子育て情報誌（こえどちゃん）につい
ては、母親たちの視点を取り入れて
閲覧しやすい内容とするとともに、
目標事業量を上回る部数を発行す
るなど、子育て情報を幅広く周知す
ることができた。

情報誌「こえどちゃん」
H25  H25配布 7,000冊
　　　 H26配布用作成 8,000冊
H26  H26配布 8,000冊
　　　 H27配布用作成19,500冊
H27  H27配布 19,500冊
　　　 H28配布用作成20,000冊
H28  H28配布 20,000冊
       H29配布用作成 20,000冊
H29  H29配布 20,000冊
       H30配布用作成 20,000冊

より多くの方にご覧いただけ
るよう配布窓口を増やすとと
もに、引き続き電子ブック化に
よりパソコン、スマートフォン
からも閲覧しやすい環境を作
る。

こども政策
課

3

子育て情報メール
配信事業

メール配信
サービスの登

録件数
1,000件

Ａ

子育てコーナーや、市のホームペー
ジ及びモバイルサイトを整備して、
子育て情報を簡単に取得できるよう
に努めるとともに、メール配信サー
ビスで登録者が必要とする情報を積
極的に配信した。
H29  メール配信登録件数3,056件
　　　　メール配信数　113件

ａ

ホームページ、官民協働事業による
検索性の高い子育て応援サイト（マ
マフレ）、モバイルサイト、メール配
信等、様々な周知方法を整備し、よ
り多くの人に必要な情報が行き届く
よう工夫した。

H25　メール配信登録件数1,111件
　　　　メール配信数　98件
H26　メール配信登録件数1,889件
　　　　メール配信数　106件
H27  メール配信登録件数2,844件
　　　　メール配信数　93件
H28  メール配信登録件数3,149件
　　　　メール配信数　122件
H29  メール配信登録件数3,056件
　　　　メール配信数　113件

市のＨＰ、官民協働事業によ
る検索性の高い子育て応援
サイト（ママフレ）、モバイルサ
イト、メール配信等を活用し、
子育て支援サービスのメ
ニューや手続方法の周知を
図っていく。

こども政策
課
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